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『
夕
陽
丘
』

八
月
、
お
盆
月
の
今
回
は
、
寺
町
「
夕
陽
丘
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
取
材
当
日
は
雨
に
も
関
わ

ら
ず
、
史
跡
巡
り
を
し
て
い
る
方
々
に
沢
山
出
会
っ
た
事
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
散
歩
道
と

称
さ
れ
る
静
か
な
町
は
、
現
代
か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
所
で
し
た
。

家
隆
塚

か
り
ゆ
う
づ
か

夕
陽
丘
と
い
う
地
名
は
、
現
在
で
は
、
天
王
寺
区
夕
陽
丘
町
と
い
う
町
名
や
地
下
鉄
四
天
王
寺
夕
陽
ケ

丘
駅
の
駅
名
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
夕
陽
丘
町
を
含
む
広
い
エ
リ
ア
の
汎
称
地
名
で
、
夕

日
岡
と
も
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
四
天
王
寺
の
西
側
に
は
海
が
迫
り
、
上
町
台
地
か
ら
は
海
に
沈
む

夕
日
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
四
天
王
寺
の
西
門
は
、
極
楽
浄
土
の
東
門
に
通
じ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
春
や
秋
の
彼
岸
に
は
落
日
拝
謁
修
行
が
盛
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

新
古
今
和
歌
集
の
選
者
の
一
人
で
あ
る
藤
原
家
隆
は
、
晩
年
官
職
を
辞
し
、
嘉
禎
２
年
（
１
２
３
６
）

京
都
よ
り
こ
の
地
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
家

隆
は
、
夕
陽
庵
と
い
う
庵
を
設
け
、
夕
陽
の

せ
き
よ
う
あ
ん

沈
む
彼
方
、
西
方
に
あ
る
と
い
う
極
楽
浄
土

に
向
か
い
念
仏
を
唱
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
夕
陽
を
見
て
詠
ま
れ
た
七
首
の
内

契
り
あ
れ
ば

な
に
わ
の
里
に
宿
り
来
て

波
の
入
り
日
を
拝
み
つ
る
か
な

の
歌
が
庵
跡
の
家
隆
塚
の
碑
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
夕
陽
丘
の
地
名
は
こ
の
庵
や
和
歌
に

由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

四
天
王
寺

四
天
王
寺
は
、
推
古
天
皇
元
年
（
５
９
３
）
聖
徳
太
子
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
正
門
で
あ
る
南
大

門
、
中
門
、
五
重
塔
、
金
堂
、
講
堂
と
南
か
ら
北
へ
一
直
線
に
並
ぶ
「
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
」
と
い
わ

が

ら

ん

れ
る
形
式
は
、
日
本
で
最
も
古
い
建
築
様
式
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
よ
り
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
四
天
王
寺
。
今
回
、
四
天
王
寺
境
内
に
は
幾
つ
も
の
石
の
伝
承
が
あ

る
事
を
知
り
ま
し
た
。
南
門
に
あ
る
「
熊
野
神
宮
遙
拝
石
」
と
い
う
石
。
こ
こ
は
、
熊
野
参
拝
熱
が
盛
ん

だ
っ
た
頃
、
熊
野
ま
で
行
け
な
い
人
達
が
、
こ
の
石
の
上
に
立
ち
熊
野
の
方
に
向
か
い
、
こ
れ
に
て
ご
勘
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弁
を
と
祈
っ
た
所
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
西
門
の
石
の
鳥
居
の
手
前
の
両
側
に
立
つ
石
柱
は
ポ
ン
ポ
ン
石

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
上
部
に
そ
れ
ぞ
れ
四
角
い
穴
が
あ
い
て
お
り
、
こ
の
穴
に
耳
を
当
て
る
と
あ
の
世

か
ら
亡
者
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
の
鳥
居
を
潜
っ
た
所
に
あ
る
引
導
石
は
、
葬

儀
の
時
に
こ
の
石
の
上
に
柩
を
置
き
、
引
導
鐘
を
三
回
つ
く
と
聖
徳
太
子
が
現
れ
て
、
亡
魂
を
善
導
す
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
全
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
無
断
複
写
、
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

（
株
）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・
御
堂
筋
新
聞


